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資料６

食品安全委員会の１２月の運営について（報告）

１．食品安全委員会の開催

第１２２回 １２月１日（木）

・食品健康影響評価（遺伝子組換え食品等４品目 ①「トウモロコシ１５０７系統

とコウチュウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ ＣＢ.ｔ.

ｒｙ３４／３５Ａｂ１ Ｅｖｅｎｔ ＤＡＳ－５９１２２－７を掛け合わせた品

種」 ②「コウチュウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ、

Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１ Ｅｖｅｎｔ ＤＡＳ－５９１２２－７とラウンＢ.ｔ.

ドアップ・レディー・トウモロコシＮＫ６０３系統を掛け合わせた品種 及び③」

「コウチュウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ ＣＢ.ｔ.

ｒｙ３４／３５Ａｂ１ Ｅｖｅｎｔ ＤＡＳ－５９１２２－７とトウモロコシ１

５０７系統とラウンドアップ・レディー・トウモロコシＮＫ６０３系統を掛け合

わせた品種」について検討。同日付けで食品健康影響評価の結果を厚生労働大臣

に通知）

・食品安全委員会の１１月の運営について報告

・食品に関するリスクコミュニケーション－米国・カナダ産牛肉等に係る食品健康

影響評価案に関する意見交換会－の概要について報告

第１２３回 １２月８日（木）

・食品健康影響評価（米国・カナダ産牛肉等に係る食品健康影響評価について、意

見募集の結果を踏まえて検討。同日付けで食品健康影響評価の結果を厚生労働大

臣及び農林水産大臣に通知）

・食品健康影響評価（農薬「オリサストロビン」について、意見募集の結果を踏ま

えて検討。同日付けで食品健康影響評価の結果を厚生労働大臣に通知）

・ 食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等について報告（１１月分）「

第１２４回 １２月１５日（木）

・食品健康影響評価の要請（農薬「フルオピコリド ）に関する厚生労働省から説明」

・食品健康影響評価の要請（動物用医薬品「シロマジンを有効成分とする鶏の飼料

添加剤（ラーバデックス１％ ）に関する厚生労働省及び農林水産省から説明）」

・食品健康影響評価の要請（遺伝子組換え食品等３品目 ①「ワタ２８１系統とワ

タ３００６系統と除草剤グリホサート耐性ワタＭＯＮ８８９１３系統を掛け合わ

せた品種 、②「高リシントウモロコシＬＹ０３８系統（食品 」及び③「高リシ」 ）

ントウモロコシＬＹ０３８系統（飼料 ）に関して、①及び②について厚生労働）」
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省から説明並びに③について農林水産省から説明

・食品健康影響評価（遺伝子組換え食品等６品目 ①「Ｌ－アルギニン 、②「ワタ」

２８１系統とワタ３００６系統とラウンドアップ・レディー・ワタ１４４５系統

を掛け合わせた品種 、③「ワタ２８１ 、④「ワタ３００６ 、⑤「コウチュウ」 」 」

目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ Ｃｒｙ３４／３Ｂ.ｔ.

５ａｂｌ Ｅｖｅｎｔ ＤＡＳ－５９１２２－７」及び⑥「除草剤グリホサート

耐性及びコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシＭＯＮ８８０１７系統」について

検討。同日付けで食品健康影響評価の結果を、①及び②について厚生労働大臣に

通知並びに③、④、⑤及び⑥について農林水産大臣に通知）

・農薬専門調査会における審議状況について報告（ フロニカミド」に関する審議結「

果について、国民からの意見・情報の募集に着手することを決定）

第１２５回 １２月２２日（木）

・食品健康影響評価の要請（香料３品目 ①「イソブタナール 、②「ブタナール」」

及び③「２－メチルブタノール ）に関する厚生労働省から説明」

・食品健康影響評価の要請（添加物「酢酸α－トコフェロール（ｄ 体及びｄｌ 体

に限る ）に関する厚生労働省から説明。）」

・食品健康影響評価の要請（動物用医薬品「スピノサド ）に関する厚生労働省から」

説明

・牛海綿状脳症（ＢＳＥ）確定診断の結果について（農林水産省からの報告）

・食品健康影響評価（チルミコシンを有効成分とする製剤原料（チルミコシン 、牛）

の注射剤（ミコチル３００注射液）の再審査に係る食品健康影響評価について、

意見募集の結果を踏まえて検討。同日付けで食品健康影響評価の結果を農林水産

大臣に通知）

・動物用医薬品専門調査会における審議状況について報告（ ツラスロマイシン」に「

関する審議結果について、国民からの意見・情報の募集に着手することを決定）

・食品安全モニターからの報告（１１月分）について

２ 専門調査会の運営

（１）緊急時対応専門調査会

第１６回 １２月１２日（月）

・緊急時対応要綱について検討

（２）添加物専門調査会

第２６回 １２月２日（金）

・専門委員の改選及び専門調査会の運営等について説明、座長の選出

・ アルギン酸塩類」について検討「

第２７回 １２月１４日（水）

・ アルギン酸塩類」及び「ヒドロキシプロピルメチルセルロース」について検討「
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（３）農薬専門調査会 ※非公開

第３９回 １２月１４日（水）

（ 「 」、 「 」 「 」）・農薬３品目 ① ルフェヌロン ② ボスカリド 及び③ シフルメトフェン

について検討

（４）動物用医薬品専門調査会

第４１回 １２月１６日（金）

「エンロフロキサシンを有効成分とする製造用原体（バイトリル原体）、鶏・動物用医薬品（

の飲水添加剤（バイトリル１０％液）、牛の強制経口投与剤（バイトリル２．５％ＨＶ液）並び

に牛及び豚の注射剤（バイトリル２．５％注射液、同５％注射液、１０％注射液）」）の再審

について検討査

第４２回 １２月１６日（金） ※非公開

「 」 。「 」 、・ ツラスロマイシン について検討 ツラスロマイシンの残留基準設定 に関し

国民からの意見・情報の募集を行うことについて食品安全委員会に報告すること

を決定

（５）化学物質専門調査会

第２回 １２月１２日（月）

・専門委員の改選及び専門調査会の運営等について説明、座長の選出

・今後の審議事項と審議の進め方について検討

（６）汚染物質専門調査会

第１１回 １２月２日（金）

・専門委員の改選及び専門調査会の運営等について説明、座長の選出

・今後の審議事項と審議の進め方について検討

（７）微生物専門調査会

第１１回 １２月２７日（火）

・小麦粉を主たる原材料とする冷凍パン生地様食品について検討

第１２回 １２月２７日（火） ※第７回ウィルス専門調査会と合同で開催

・食中毒原因微生物のリスク評価指針の策定について検討

（８）ウィルス専門調査会

第７回 １２月２７日（火） ※第１２回微生物専門調査会と合同で開催

・食中毒原因微生物のリスク評価指針の策定について検討

（９）遺伝子組み換え食品等専門調査会 ※非公開

第３５回 １２月５日（月）

・①「ワタ２８１ 、②「ワタ３００６ 、③「コウチュウ目害虫抵抗性及び除草剤」 」
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グルホシネート耐性トウモロコシ Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１ ＥｖｅｎｔＢ.ｔ.

ＤＡＳ－５９１２２－７ 、④「除草剤グリホサート耐性及びコウチュウ目害虫抵」

抗性トウモロコシＭＯＮ８８０１７系統 、⑤「ワタ２８１系統とワタ３００６系」

統とラウンドアップ・レディー・ワタ１４４５系統を掛け合わせた品種」及び⑥

「Ｌ－アルギニンの安全性評価についての御意見・情報の募集結果」について検

討。これらに関し、食品安全委員会に報告することを決定

（１０）新開発食品専門調査会

第３０回 １２月１２日（月）

・ 大豆イソフラボンの安全性評価について （修正案）について検討「 」

（１１）新開発食品・添加物専門調査会合同ワーキンググループ

第２回 １２月２日（金）

・高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の安全性について検討

第３回 １２月１３日（火）

・高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の安全性について検討

３．意見交換会等の開催

１２月１９日（月）とちぎ食品安全フォーラム～知っておきたい輸入食品の安全管理～

＜栃木県宇都宮市＞

・食品安全委員会、厚生労働省・関東信越厚生局、栃木県の主催により 「とちぎ食品、

安全フォーラム～知っておきたい輸入食品の安全管理～」を栃木県宇都宮市で開催

し、厚生労働省から 「輸入食品の安全管理」のテーマで （独）農林水産消費技術、 、

センター主任調査官の天野克哉氏から 「中国・タイにおける輸出野菜の安全管理～、

検査制度と食品安全への取り組み～」のテーマで、それぞれ講演を行った。また、

、 、消費者代表 食品関連事業者等をパネリストとするパネルディスカッションを行い

会場との意見交換を実施。

４．その他

・ホームページにおける米国及びカナダ産牛肉等に係る食品健康影響評価のポイント

の掲載並びに鳥インフルエンザに関する情報の更新


